
(57)【要約】

【課題】　セパレータの外周部間の接着剤の硬化時間を

短くして生産性をあげることができ、しかも接着剤層切

れなどによる接着不良、シール不良を生じない燃料電池

の製造方法の提供。

【解決手段】　２枚のセパレータ１８の外周部の対向面

に液状接着剤３３ａを塗布する第１工程と、該２枚のセ

パレータ間にＭＥＡの電解質膜１１の周縁部を挟む第２

工程と、液状接着剤３３ａを硬化させて単セル１９を製

造する第３工程と、を有する燃料電池の製造方法であっ

て、

第２工程で、予め成形され硬化された成形体３３ｂを２

枚のセパレータの外周部間に挿入し、ほぼ該成形体の厚

み分、第１工程でセパレータに塗布する液状接着剤３３

ａの塗布厚さを薄くし、該液状接着剤３３ａの塗布厚さ

を薄くした分、第３工程での接着剤３３ａ硬化時間を短

くする、燃料電池の製造方法。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 の 対 向 面 に 液 状 接 着 剤 を 塗 布 し 、 セ パ レ ー タ の 外 周 部 の 対 向
面 間 に 電 解 質 膜 の 周 縁 部 と 予 め 成 形 さ れ 硬 化 さ れ た 成 形 体 を 挟 み 、 液 状 接 着 剤 を 硬 化 さ せ
て ２ 枚 の セ パ レ ー タ を 接 着 す る 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 の 対 向 面 に 液 状 接 着 剤 を 塗 布 す る 第 １ 工 程 と 、
　 該 ２ 枚 の セ パ レ ー タ 間 に Ｍ Ｅ Ａ の 電 解 質 膜 の 周 縁 部 を 挟 む 第 ２ 工 程 と 、
　 前 記 液 状 接 着 剤 を 硬 化 さ せ て 単 セ ル を 製 造 す る 第 ３ 工 程 と 、
を 有 す る 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 工 程 で 予 め 成 形 さ れ 硬 化 さ れ た 成 形 体 を 前 記 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 間 に 挿
入 し 、 ほ ぼ 該 成 形 体 の 厚 み 分 、 前 記 第 １ 工 程 で セ パ レ ー タ に 塗 布 す る 液 状 接 着 剤 の 塗 布 厚
さ を 薄 く し 、 該 液 状 接 着 剤 の 塗 布 厚 さ を 薄 く し た 分 、 前 記 第 ３ 工 程 で の 接 着 剤 硬 化 時 間 を
短 く す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 成 形 体 と 前 記 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 何 れ の セ パ レ ー タ の 外 周 部 と の 間 に も 前 記 接 着 剤
が 存 在 す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 成 形 体 を 、 前 記 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 間 に １ 層 だ け 挿 入 す る 請 求 項 １ ま た は 請
求 項 ２ 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 成 形 体 の 材 料 と 、 前 記 液 状 接 着 剤 の 材 料 と は 、 同 じ 種 類 の 材 料 で あ る 請 求 項 １ ま た
は 請 求 項 ２ 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 成 形 体 は 厚 み 方 向 に 弾 性 を 有 す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 セ パ レ ー タ は カ ー ボ ン セ パ レ ー タ で あ る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 燃 料 電 池 の
製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 に 関 し 、 と く に セ パ レ ー タ 間 接 着 剤 の 硬 化 時 間 を 短 縮 さ せ
る 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 燃 料 電 池 （ 単 セ ル ） は 、 電 解 質 膜 の 一 面 に ア ノ ー ド を 設 け 、 他 面 に カ ソ ー ド を 設 け た 膜
－ 電 極 ア ッ セ ン ブ リ （ Ｍ Ｅ Ａ ） を セ パ レ ー タ で 挟 ん だ も の か ら 構 成 さ れ る 。 ア ノ ー ド に は
燃 料 ガ ス （ 水 素 含 有 ガ ス ） が 供 給 さ れ 、 カ ソ ー ド に は 酸 化 剤 ガ ス （ 酸 素 含 有 ガ ス 、 通 常 、
エ ア ） が 供 給 さ れ る 。 電 解 質 膜 を 挟 む ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 間 は 接 着 剤 に よ り シ ー ル
接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 単 セ ル は 、 通 常 、 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 の 対 向 面 に 液 状 接 着 剤 を 塗 布 し 、 該 ２ 枚 の
セ パ レ ー タ 間 に Ｍ Ｅ Ａ の 電 解 質 膜 の 周 縁 部 を 挟 み 、 液 状 接 着 剤 を 硬 化 さ せ て 、 製 造 さ れ る
。 し か し 、 液 状 接 着 剤 の 硬 化 に 時 間 が か か り （ 約 １ ． ５ ｍ ｍ の 接 着 剤 層 を 熱 と 圧 力 を か け
て 硬 化 さ せ る の に 約 １ 時 間 弱 か か る ） 、 生 産 性 が 悪 い 。 液 状 接 着 剤 の 硬 化 時 間 を 短 縮 す る
た め に 液 状 接 着 剤 の 塗 布 厚 さ を 薄 く す る と 、 接 着 剤 層 を 挟 ん で 対 向 す る セ パ レ ー タ に 電 気
的 短 絡 が 生 じ て し ま っ て 単 セ ル が 成 立 し な く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 開 平 ７ － ６ ５ ８ ４ ７ 号 公 報 は 、 電 解 質 膜 を 両 面 側 か ら 樹 脂 の 補 強 枠 で 挟 み 、 そ の 両 面
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側 に 、 カ ー ボ ン セ パ レ ー タ と の 間 に シ ー ル 体 を 配 置 し た 、 補 強 シ ー ル 構 造 を 開 示 し て い る
。 補 強 枠 を 設 け た 構 造 で は 、 シ ー ラ ン ト が 極 薄 と な っ て シ ー ラ ン ト 硬 化 時 間 は 短 い が 、 反
面 、 以 下 の 問 題 を 伴 う 。
　 補 強 枠 と 膜 と の 間 、 補 強 枠 と セ パ レ ー タ の 間 、 補 強 枠 と シ ー ル 体 と の 間 、 等 に あ る シ ー
ラ ン ト の 層 の 厚 さ が 極 薄 と な り 、 あ る い は 補 強 枠 の 面 の う ね り や 凹 凸 を シ ー ラ ン ト の 層 で
吸 収 し き れ ず シ ー ラ ン ト 層 切 れ が 生 じ 、 そ の 結 果 、 接 着 不 良 、 リ ー ク （ シ ー ル 不 良 ） が 生
じ る お そ れ が あ る 。 ま た 、 補 強 枠 と シ ー ル 体 と シ ー ラ ン ト は 種 類 の 異 な る 樹 脂 材 か ら な る
の で 、 接 着 性 が 常 に 良 好 で あ る と は 限 ら な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ６ ５ ８ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 通 常 の 単 セ ル の 製 造 方 法 に お け る 、 液 状 接 着 剤 の 硬
化 に 時 間 が か か り 、 生 産 性 が 悪 い と い う 問 題 で あ り 、 特 開 平 ７ － ６ ５ ８ ４ ７ 号 公 報 の よ う
に 膜 を 補 強 枠 で 挟 む シ ー ル 構 造 で は 、 接 着 不 良 や シ ー ル 不 良 が 生 じ る お そ れ が あ る と い う
問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 単 セ ル の 電 解 質 膜 を 挟 む セ パ レ ー タ の 外 周 部 間 の 接 着 剤 の 硬 化 時 間 を
（ 上 記 の 通 常 の 燃 料 電 池 製 造 方 法 の 接 着 剤 硬 化 時 間 よ り ） 短 く し て 生 産 性 を あ げ る こ と が
で き 、 し か も 接 着 剤 層 切 れ な ど に よ る 接 着 不 良 、 シ ー ル 不 良 を 生 じ な い 燃 料 電 池 の 製 造 方
法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 し 、 上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 は つ ぎ の 通 り で あ る 。
（ １ ） 　 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 の 対 向 面 に 液 状 接 着 剤 を 塗 布 し 、 セ パ レ ー タ の 外 周 部
の 対 向 面 間 に 電 解 質 膜 の 周 縁 部 と 予 め 成 形 さ れ 硬 化 さ れ た 成 形 体 を 挟 み 、 液 状 接 着 剤 を 硬
化 さ せ て ２ 枚 の セ パ レ ー タ を 接 着 す る 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
（ ２ ） 　 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 の 対 向 面 に 液 状 接 着 剤 を 塗 布 す る 第 １ 工 程 と 、
　 該 ２ 枚 の セ パ レ ー タ 間 に Ｍ Ｅ Ａ の 電 解 質 膜 の 周 縁 部 を 挟 む 第 ２ 工 程 と 、
　 前 記 液 状 接 着 剤 を 硬 化 さ せ て 単 セ ル を 製 造 す る 第 ３ 工 程 と 、
を 有 す る 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 工 程 で 予 め 成 形 さ れ 硬 化 さ れ た 成 形 体 を 前 記 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 間 に 挿
入 し 、 ほ ぼ 該 成 形 体 の 厚 み 分 、 前 記 第 １ 工 程 で セ パ レ ー タ に 塗 布 す る 液 状 接 着 剤 の 塗 布 厚
さ を 薄 く し 、 該 液 状 接 着 剤 の 塗 布 厚 さ を 薄 く し た 分 、 前 記 第 ３ 工 程 で の 接 着 剤 硬 化 時 間 を
短 く す る 、 （ １ ） 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
（ ３ ） 　 前 記 成 形 体 と 前 記 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 何 れ の セ パ レ ー タ の 外 周 部 と の 間 に も 前 記
接 着 剤 が 存 在 す る （ １ ） ま た は （ ２ ） 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
（ ４ ） 　 前 記 成 形 体 を 、 前 記 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 間 に １ 層 だ け 挿 入 す る （ １ ） ま た
は （ ２ ） 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
（ ５ ） 　 前 記 成 形 体 の 材 料 と 、 前 記 液 状 接 着 剤 の 材 料 と は 、 同 じ 種 類 の 材 料 で あ る （ １ ）
ま た は （ ２ ） 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 。
（ ６ ） 　 前 記 成 形 体 は 厚 み 方 向 に 弾 性 を 有 す る （ １ ） ま た は （ ２ ） 記 載 の 燃 料 電 池 の 製 造
方 法 。
（ ７ ） 　 前 記 セ パ レ ー タ は カ ー ボ ン セ パ レ ー タ で あ る （ １ ） ま た は （ ２ ） 記 載 の 燃 料 電 池
の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 予 め 成 形 さ れ 硬 化 さ れ た 成 形
体 を 挟 む の で 、 液 状 接 着 剤 の 層 を 薄 く す る こ と が で き 液 状 接 着 剤 の 硬 化 時 間 を 短 縮 し 生 産
性 を 上 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 の 対 向 面 に 液 状 接 着 剤 を 塗 布
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し た 後 成 形 体 お よ び 膜 を 挟 む の で 、 セ パ レ ー タ が 、 直 接 、 成 形 体 や 膜 に 接 触 し て 接 着 剤 の
層 切 れ が 生 じ る お そ れ は な く 、 接 着 剤 層 の 厚 み も 成 形 体 の 厚 み を 適 当 に 選 定 す る こ と に よ
っ て 必 要 厚 さ を 確 保 で き る の で 、 接 着 不 良 や シ ー ル 不 良 は 生 じ な い 。
　 上 記 （ ３ ） の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 成 形 体 と 前 記 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 何 れ の セ
パ レ ー タ の 外 周 部 と の 間 に も 接 着 剤 が 存 在 さ せ る の で 、 セ パ レ ー タ が 、 直 接 、 成 形 体 に 接
触 し て 接 着 剤 の 層 切 れ と 、 そ れ に よ る 接 着 不 良 や シ ー ル 不 良 が 生 じ る こ と は な い 。
　 上 記 （ ４ ） の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 成 形 体 を 、 ２ 枚 の セ パ レ ー タ の 外 周 部 間 に
１ 層 だ け 挿 入 す る の で 、 ２ 層 以 上 挿 入 し た 場 合 の 、 成 形 体 間 の 接 着 剤 塗 布 が 必 要 で な く 、
成 形 体 挿 入 に よ る 接 着 剤 塗 布 時 間 や 塗 布 作 業 の 増 加 は な い 。 従 来 の 補 強 枠 挿 入 シ ー ル 方 法
で は 、 複 数 の 補 強 枠 を 挿 入 す る の で 、 接 着 剤 塗 布 時 間 や 塗 布 作 業 の 増 加 す る 。
　 上 記 （ ５ ） の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 成 形 体 の 材 料 と 、 液 状 接 着 剤 の 材 料 と を 、
同 じ 種 類 の 材 料 と し て お け ば 、 接 着 剤 層 と 成 形 体 と の 接 着 性 、 シ ー ル 性 は 、 単 一 接 着 剤 層
の 場 合 と 同 じ 程 度 に 高 く な り 、 成 形 体 挿 入 に よ る 接 着 性 、 シ ー ル 性 の 低 下 は な い 。 従 来 の
補 強 枠 挿 入 シ ー ル 方 法 で は 、 補 強 枠 と シ ー ル 体 と シ ー ラ ン ト が 別 種 類 の 材 料 と な っ て い る
た め 、 接 着 性 、 シ ー ル 性 が 単 一 種 類 の シ ー ル 構 造 に 比 べ て 低 下 し や す い 。
　 上 記 （ ６ ） の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 成 形 体 は 厚 み 方 向 に 弾 性 を 有 す る の で 、 液
状 接 着 剤 に は 硬 化 後 の 弾 性 を も た す 必 要 が な く 、 接 着 剤 選 定 の 自 由 度 が 増 大 す る 。
　 上 記 （ ７ ） の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 本 発 明 を 単 セ ル の ２ 枚 の カ ー ボ ン セ パ レ ー
タ 間 の シ ー ル 接 着 に 適 用 す る こ と に よ り 、 カ ー ボ ン セ パ レ ー タ を も つ 単 セ ル の 生 産 性 を 上
げ る こ と が で き る 。 メ タ ル セ パ レ ー タ と 樹 脂 フ レ ー ム の 組 み 合 わ せ 構 造 で は 、 樹 脂 フ レ ー
ム の 膜 側 に も 接 着 剤 を 塗 布 す る 必 要 が あ り 、 本 発 明 の 生 産 性 向 上 の メ リ ッ ト は カ ー ボ ン セ
パ レ ー タ の 場 合 ほ ど に が 得 ら れ な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 を 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 が 適 用 さ れ る 燃 料 電 池 は 、 低 温 型 燃 料 電 池 で あ り 、 た と え
ば 、 固 体 高 分 子 電 解 質 型 燃 料 電 池 １ で あ る 。 該 燃 料 電 池 １ は 、 た と え ば 燃 料 電 池 自 動 車 に
搭 載 さ れ る 。 た だ し 、 自 動 車 以 外 に 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 固 体 高 分 子 電 解 質 型 燃 料 電 池 １ ０ は 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 膜 － 電 極 ア ッ セ ン ブ リ
（ Ｍ Ｅ Ａ ： Membrane-Electrode Assembly ） と セ パ レ ー タ １ ８ と の 積 層 体 か ら な る 。 積 層
方 向 は 上 下 方 向 に 限 る も の で は な く 、 任 意 の 方 向 で よ い 。
　 膜 － 電 極 ア ッ セ ン ブ リ は 、 イ オ ン 交 換 膜 か ら な る 電 解 質 膜 １ １ と こ の 電 解 質 膜 の 一 面 に
配 置 さ れ た 触 媒 層 か ら な る 電 極 （ ア ノ ー ド 、 燃 料 極 ） １ ４ お よ び 電 解 質 膜 の 他 面 に 配 置 さ
れ た 触 媒 層 か ら な る 電 極 （ カ ソ ー ド 、 空 気 極 ） １ ７ と か ら な る 。 膜 － 電 極 ア ッ セ ン ブ リ と
セ パ レ ー タ １ ８ と の 間 に は 、 ア ノ ー ド 側 、 カ ソ ー ド 側 に そ れ ぞ れ 拡 散 層 １ ３ 、 １ ６ が 設 け
ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 セ パ レ ー タ １ ８ に は 、 ア ノ ー ド １ ４ 、 カ ソ ー ド １ ７ に 燃 料 ガ ス （ 水 素 ） お よ び 酸 化 ガ ス
（ 酸 素 、 通 常 は 空 気 ） を 供 給 す る た め の 反 応 ガ ス 流 路 ２ ７ 、 ２ ８ （ 燃 料 ガ ス 流 路 ２ ７ 、 酸
化 ガ ス 流 路 ２ ８ ） と 、 そ の 裏 面 に 冷 媒 （ 通 常 、 冷 却 水 ） を 流 す た め の 冷 媒 流 路 ２ ６ が 形 成
さ れ て い る 。 セ パ レ ー タ １ ８ に は 、 燃 料 ガ ス 流 路 ２ ７ に 燃 料 ガ ス を 供 給 、 排 出 す る た め の
燃 料 ガ ス マ ニ ホ ー ル ド ３ ０ 、 酸 化 ガ ス 流 路 ２ ８ に 酸 化 ガ ス を 供 給 、 排 出 す る た め の 酸 化 ガ
ス マ ニ ホ ー ル ド ３ １ 、 冷 媒 流 路 ２ ６ に 冷 媒 を 供 給 、 排 出 す る た め の 冷 媒 マ ニ ホ ー ル ド ２ ９
が 形 成 さ れ て い る 。 流 体 流 路 ２ ６ 、 ２ ７ 、 ２ ８ 、 ２ ９ 、 ３ ０ 、 ３ １ を シ ー ル す る た め に 、
ゴ ム ガ ス ケ ッ ト ３ ２ や 接 着 剤 シ ー ル ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 単 セ ル １ ９ の 、 膜 １ １ を 挟 む
２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ 同 志 は 、 セ パ レ ー タ １ ８ の 外 周 部 の 対 向 面 間 に あ る 接 着 剤 シ ー ル ３
３ に よ っ て シ ー ル 接 着 さ れ 、 か つ 、 絶 縁 さ れ て い る 。 隣 接 す る モ ジ ュ ー ル 同 志 は 電 気 的 に
導 通 さ れ 、 か つ 、 セ パ レ ー タ 間 が ガ ス ケ ッ ト ３ ２ に よ っ て シ ー ル さ れ て い る 。
　 セ パ レ ー タ １ ８ は 、 望 ま し く は 、 カ ー ボ ン セ パ レ ー タ で あ る 。 た だ し 、 セ パ レ ー タ １ ８
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は 、 メ タ ル セ パ レ ー タ で あ っ て も よ い し 、 導 電 性 樹 脂 セ パ レ ー タ で あ っ て も よ い し 、 メ タ
ル セ パ レ ー タ と 樹 脂 フ レ ー ム の 組 合 せ で あ っ て も よ い し 、 あ る い は 、 こ れ ら の セ パ レ ー タ
の 組 合 せ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 膜 － 電 極 ア ッ セ ン ブ リ と セ パ レ ー タ １ ８ を 重 ね て 単 位 燃 料 電 池 （ 「 単 セ ル 」 と も い う ）
１ ９ を 構 成 し 、 少 な く と も １ つ の セ ル （ た と え ば 、 １ ～ ３ 個 の セ ル か ら １ モ ジ ュ ー ル を 構
成 す る ） か ら モ ジ ュ ー ル を 構 成 し 、 モ ジ ュ ー ル を 積 層 し て セ ル 積 層 体 と し 、 セ ル 積 層 体 の
セ ル 積 層 方 向 両 端 に 、 タ ー ミ ナ ル ２ ０ 、 イ ン シ ュ レ ー タ ２ １ 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ２ を 配 置
し 、 セ ル 積 層 体 を セ ル 積 層 方 向 に 締 め 付 け 、 セ ル 積 層 体 の 外 側 で セ ル 積 層 方 向 に 延 び る 締
結 部 材 （ た と え ば 、 テ ン シ ョ ン プ レ ー ト ２ ４ ） 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト ２ ５ に よ り 固 定 し て 、 燃
料 電 池 ス タ ッ ク ２ ３ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 各 セ ル １ ９ の 、 ア ノ ー ド 側 １ ４ で は 、 水 素 を 水 素 イ オ ン （ プ ロ ト ン ） と 電 子 に す る 反 応
が 行 わ れ 、 水 素 イ オ ン は 電 解 質 膜 １ １ 中 を カ ソ ー ド 側 に 移 動 し 、 カ ソ ー ド １ ７ 側 で は 酸 素
と 水 素 イ オ ン お よ び 電 子 （ 隣 り の Ｍ Ｅ Ａ の ア ノ ー ド で 生 成 し た 電 子 が セ パ レ ー タ を 通 し て
く る 、 ま た は セ ル 積 層 方 向 一 端 の セ ル の ア ノ ー ド で 生 成 し た 電 子 が 外 部 回 路 を 通 し て 他 端
の セ ル の カ ソ ー ド に く る ） か ら 水 を 生 成 す る 反 応 が 行 わ れ 、 か く し て 発 電 が 行 わ れ る 。
ア ノ ー ド 側 ： Ｈ 2  → ２ Ｈ +  ＋ ２ ｅ -  

カ ソ ー ド 側 ： ２ Ｈ +  ＋ ２ ｅ -  ＋ （ １ ／ ２ ） Ｏ 2  → Ｈ 2  Ｏ
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 単 セ ル １ ９ の 製 造 方 法 は 、 ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ の 外 周 部 （ セ パ レ ー タ の 周 縁
部 と 各 マ ニ ホ ー ル ド ２ ９ 、 ３ ０ 、 ３ １ の ま わ り ） の 対 向 面 に 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ を 塗 布 し 、
セ パ レ ー タ の 外 周 部 の 対 向 面 間 に Ｍ Ｅ Ａ の 電 解 質 膜 １ １ の 周 縁 部 と 予 め 成 形 さ れ 硬 化 さ れ
た 成 形 体 ３ ３ ｂ を 挟 み 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ を 硬 化 さ せ て ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ を 接 着 す る
方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 詳 し く は 、 本 発 明 の 単 セ ル １ ９ の 製 造 方 法 は 、 単 セ ル １ ９ の ２ 枚 の セ パ レ ー タ １
８ の 外 周 部 （ セ パ レ ー タ の 周 縁 部 と 各 マ ニ ホ ー ル ド ２ ９ 、 ３ ０ 、 ３ １ の ま わ り ） の 対 向 面
に 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ を 塗 布 す る 第 １ 工 程 と 、 該 ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ 間 に Ｍ Ｅ Ａ の 電 解 質
膜 １ １ の 周 縁 部 を 挟 む 第 ２ 工 程 と 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ を 硬 化 さ せ て 単 セ ル １ ９ を 製 造 す る
第 ３ 工 程 と 、 を 有 す る 燃 料 電 池 １ ９ の 製 造 方 法 で あ っ て 、 第 ２ 工 程 で 、 予 め 成 形 さ れ 硬 化
さ れ た 成 形 体 ３ ３ ｂ を ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ の 外 周 部 間 に 挿 入 す る 方 法 で あ る 。 こ の 方 法
で は 、 ほ ぼ 成 形 体 ３ ３ ｂ の 厚 み 分 、 第 １ 工 程 で セ パ レ ー タ に 塗 布 す る 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の
塗 布 厚 さ を 薄 く し （ 第 １ の セ パ レ ー タ １ ８ に 塗 布 し た 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 硬 化 後 の 厚 さ Ｔ
１ と 、 第 ２ の セ パ レ ー タ １ ８ に 塗 布 し た 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 硬 化 後 の 厚 さ Ｔ ２ と 、 成 形 体
３ ３ ｂ の 厚 み Ｔ ３ と の 和 が 、 成 形 体 ３ ３ ｂ を 挿 入 し な い 通 常 の セ ル の セ パ レ ー タ 間 の 接 着
剤 層 ３ ３ の 厚 さ Ｔ と ほ ぼ 等 し く な る よ う に す る ） 、 液 状 接 着 剤 の 塗 布 厚 さ を 薄 く し た 分 （
Ｔ を Ｔ １ 、 Ｔ ２ と 薄 く し た 分 ） 、 第 ３ 工 程 で の 接 着 剤 硬 化 時 間 （ 熱 と 圧 力 を か け て 接 着 剤
を 硬 化 す る 時 間 ） を 短 く す る 。 Ｔ １ 、 Ｔ ２ は 、 約 ０ ． ０ ２ ｍ ｍ 以 上 確 保 す る 。 膜 １ １ の 厚
み Ｔ ４ は ４ ０ ～ ６ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 た と え ば 、 Ｔ が 約 ０ ． １ ５ ｍ ｍ 、 Ｔ ３ が 約 ０ ． １ ｍ ｍ 、 Ｔ １ 、 Ｔ ２ が ０ ． ０ ２ ５ ｍ ｍ で
あ る 場 合 に は 、 成 形 体 を 挿 入 し な い 場 合 の 、 ０ ． １ ５ ｍ ｍ 厚 さ の 液 状 接 着 剤 を 硬 化 す る 時
間 （ 約 １ 時 間 弱 ） が 、 成 形 体 を 挿 入 す る 場 合 は 、 ０ ． ０ ２ ５ ｍ ｍ 厚 さ の 液 状 接 着 剤 を 硬 化
す る 時 間 に 大 幅 に 短 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 予 め 成 形 さ れ 硬 化 さ れ た 成 形 体 ３ ３ ｂ を ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ の 外 周 部 間 に 挿 入 す る 場
合 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 成 形 体 ３ ３ ｂ の 電 解 質 膜 １ １ の 周 縁 部 と 重 な る 部 分 ３ ３ ｂ ｉ は そ
の 他 の 成 形 体 部 分 ３ ３ ｂ ｏ よ り 、 厚 さ を 薄 く し て も よ い し 、 あ る い は 、 図 ４ に 示 す よ う に
、 成 形 体 ３ ３ ｂ の 厚 さ を 、 成 形 体 全 域 に お い て 一 定 で 薄 く し て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 、 第 ３ 工 程 に お い て 、 成 形 体 ３ ３ ｂ と ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ の 何 れ の セ パ レ ー タ １
８ の 外 周 部 と の 間 に も 、 接 着 剤 ３ ３ ａ が 存 在 す る 。 し た が っ て 、 成 形 体 ３ ３ ｂ が 直 接 、 セ
パ レ ー タ １ ８ に 接 触 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ 工 程 に お い て 、 成 形 体 ３ ３ ｂ を 、 膜 １ １ を 挟 ん で 対 向 す る ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ の
外 周 部 間 に １ 層 だ け 挿 入 す る 。 成 形 体 ３ ３ ｂ を 複 数 層 挿 入 す る こ と は し な い 。 成 形 体 ３ ３
ｂ を 複 数 層 挿 入 す る と 成 形 体 ３ ３ 間 の シ ー ル の た め に 成 形 体 ３ ３ 同 士 の 対 向 面 に 接 着 剤 を
塗 布 し な け れ ば な ら な く な る の で 、 作 業 が 複 雑 か つ 長 時 間 に な る か ら 、 そ れ を 避 け る た め
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 望 ま し く は 、 成 形 体 ３ ３ ｂ の 材 料 と 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 材 料 と は 、 同 じ 種 類 の 材 料 で
あ る 。 た だ し 、 成 形 体 ３ ３ ｂ の 材 料 と 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 材 料 と を 互 い に 異 な ら せ て も
よ い 。
　 成 形 体 ３ ３ ｂ の 材 料 と 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 材 料 と が 、 同 じ 種 類 の 材 料 で あ る 場 合 は 、
単 セ ル 製 造 後 、 す な わ ち 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ 硬 化 後 は 、 成 形 体 ３ ３ ｂ の 部 分 と 硬 化 液 状 接
着 剤 ３ ３ ａ の 部 分 と は 、 一 体 不 可 分 と な り 、 区 別 が な く な り 、 製 品 と し て は 、 通 常 の 、 接
着 剤 全 厚 が 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 硬 化 し た も の か ら な る セ ル と 変 わ り が な く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 成 形 体 ３ ３ ｂ は 厚 み 方 向 （ セ ル の 厚 み 方 向 と 同 じ 方 向 ） に 、 弾 性 を 有 す る よ う な 材 料 に
て 形 成 さ れ て い る 。 そ の 理 由 は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク と し た 時 に は 、 ス タ ッ ク 締 め つ け 荷 重
が 各 セ ル １ ９ に か か り 、 接 着 剤 に も か か る 。 膜 １ １ が 厚 さ が 薄 く な る 方 向 に ク リ ー プ す る
と 接 着 剤 ３ ３ も 弾 性 変 形 し て 厚 さ が 薄 く な っ て 、 電 極 と 拡 散 層 と セ パ レ ー タ の 各 接 触 抵 抗
を 小 に 維 持 す る た め で あ る 。 成 形 体 ３ ３ ｂ に 弾 性 を も た せ て お け ば 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ は
必 ず し も 弾 性 を も つ 必 要 が な く 、 硬 化 後 は 硬 質 と な っ て も よ く 、 自 由 な 材 料 選 定 が で き 、
液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 材 料 選 択 の 自 由 度 が 上 が る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 望 ま し く は 、 セ パ レ ー タ １ ８ は カ ー ボ ン セ パ レ ー タ で あ る 。 メ タ ル セ パ レ ー タ の 場 合 は
、 通 常 、 樹 脂 フ レ ー ム と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る が 、 樹 脂 フ レ ー ム は 硬 質 で あ っ て 、 本 発
明 の 成 形 体 ３ ３ ｂ に は な り 得 な い 。 ま た 、 樹 脂 フ レ ー ム の 両 面 に 接 着 剤 を 塗 布 し な け れ ば
な ら ず 、 接 着 剤 塗 布 工 数 が 増 え て 、 本 発 明 の メ リ ッ ト が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 の 作 用 ・ 効 果 を 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 で は 、 セ パ レ ー タ １ ８ の 外 周 部 の 対 向 面 間 に 、 予 め 成 形 さ
れ 硬 化 さ れ た 成 形 体 ３ ３ ｂ を 挟 む の で 、 セ パ レ ー タ １ ８ の 外 周 部 に 塗 布 す る 液 状 接 着 剤 ３
３ ａ の 層 を （ 成 形 体 ３ ３ ｂ を 挟 ま ず 接 着 剤 全 厚 を 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ と す る 場 合 に 比 べ て ）
薄 く す る こ と が で き 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 硬 化 時 間 を （ 接 着 剤 全 厚 が 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ と
す る 場 合 に 比 べ て ） 短 縮 で き 、 生 産 性 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 単 セ ル １ ９ の 膜 １ １ を 挟 む ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ の 外 周 部 の 対 向 面 に 液 状 接 着 剤
３ ３ ａ を 塗 布 し た 後 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ を 塗 布 し た セ パ レ ー タ 面 で 成 形 体 ３ ３ ａ お よ び 膜
１ １ を 挟 む の で 、 セ パ レ ー タ １ ８ が 、 直 接 、 成 形 体 ３ ３ ｂ や 膜 １ １ に 接 触 し て 液 状 接 着 剤
３ ３ ａ の 層 切 れ を 起 こ す お そ れ は な い 。 ま た 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 硬 化 後 の 成 形 体 ３ ３ ｂ
と 接 着 剤 層 ３ ３ ａ の 和 の 厚 さ は 、 成 形 体 ３ ３ ｂ の 厚 み を 適 当 に 選 定 す る こ と に よ っ て 必 要
厚 さ （ 約 ０ ． １ ５ ｍ ｍ 以 上 は 確 保 し た い ） を 確 保 で き る の で 、 接 着 不 良 や シ ー ル 不 良 は 生
じ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 成 形 体 ３ ３ ｂ を 、 ２ 枚 の セ パ レ ー タ １ ８ の 外 周 部 間 に １ 層 だ け 挿 入 す る の で 、 ２
層 以 上 挿 入 し た 場 合 に 必 要 と な る 、 成 形 体 ３ ３ ｂ 間 の 接 着 剤 塗 布 が 必 要 で な く 、 成 形 体 ３
３ ｂ 挿 入 に よ る 接 着 剤 塗 布 時 間 や 塗 布 作 業 の 増 加 は な い 。 す な わ ち 、 セ パ レ ー タ １ ８ の 対
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向 面 に 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ を 塗 布 す る だ け で よ く 、 成 形 体 ３ ３ ｂ の 方 に は 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ
を 塗 布 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 成 形 体 ３ ３ ｂ の 材 料 と 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 材 料 と を 、 同 じ 種 類 の 材 料 と し て お
け ば 、 接 着 剤 層 ３ ３ ａ と 成 形 体 ３ ３ ｂ と の 接 着 性 、 シ ー ル 性 は 、 通 常 の 単 セ ル 製 造 の 単 一
接 着 剤 層 の 場 合 と 同 じ 程 度 に 高 く な り 、 成 形 体 ３ ３ ｂ 挿 入 に よ る 接 着 性 、 シ ー ル 性 の 低 下
は な い 。
　 ま た 、 成 形 体 ３ ３ ｂ は 厚 み 方 向 に 弾 性 を 有 す る の で 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ に は 硬 化 後 の 弾
性 を も た す 必 要 が な く 、 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 材 料 選 定 の 自 由 度 が 増 大 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 の （ 第 ２ 工 程 の ） 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 の （ 第 ３ 工 程 の ） 、 第 １ の 例 の 、 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 の （ 第 ３ 工 程 の ） 、 第 ２ の 例 の 、 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 製 造 方 法 で 製 造 さ れ た 単 セ ル を 積 層 し た 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の
側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ０ 　 （ 固 体 高 分 子 電 解 質 型 ） 燃 料 電 池
１ １ 　 電 解 質 膜
１ ３ 　 拡 散 層
１ ４ 　 電 極 （ ア ノ ー ド 、 燃 料 極 ）
１ ６ 　 拡 散 層
１ ７ 　 電 極 （ カ ソ ー ド 、 空 気 極 ）
１ ８ 　 セ パ レ ー タ
１ ９ 　 セ ル
２ ０ 　 タ ー ミ ナ ル
２ １ 　 イ ン シ ュ レ ー タ
２ ２ 　 エ ン ド プ レ ー ト
２ ３ 　 ス タ ッ ク
２ ４ 　 外 側 部 材 ま た は 締 結 部 材 （ テ ン シ ョ ン プ レ ー ト ）
２ ５ 　 ボ ル ト
２ ６ 　 冷 媒 流 路
２ ７ 　 燃 料 ガ ス 流 路
２ ８ 　 酸 化 ガ ス 流 路
２ ９ 　 冷 媒 マ ニ ホ ー ル ド
３ ０ 　 燃 料 ガ ス マ ニ ホ ー ル ド
３ １ 　 酸 化 ガ ス マ ニ ホ ー ル ド
３ ２ 　 ガ ス ケ ッ ト
３ ３ 　 接 着 剤 シ ー ル
３ ３ ａ 　 液 状 ガ ス ケ ッ ト （ 硬 化 前 ま た は 硬 化 後 ）
３ ３ ｂ 　 成 形 体
３ ３ ｂ ｉ 　 成 形 体 ３ ３ ｂ の 、 電 解 質 膜 １ １ の 周 縁 部 と 重 な る 部 分
３ ３ ｂ ｏ 　 成 形 体 ３ ３ ｂ の 、 ３ ３ ｂ ｉ 以 外 の 部 分
Ｔ 　 成 形 体 ３ ３ ｂ を 挿 入 し な い 通 常 の セ ル の セ パ レ ー タ 間 の 接 着 剤 層 ３ ３ の 厚 さ
Ｔ １ 　 第 １ の セ パ レ ー タ １ ８ に 塗 布 し た 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 硬 化 後 の 厚 さ
Ｔ ２ 　 第 ２ の セ パ レ ー タ １ ８ に 塗 布 し た 液 状 接 着 剤 ３ ３ ａ の 硬 化 後 の 厚 さ
Ｔ ３ 　 成 形 体 ３ ３ ｂ の 厚 み
Ｔ ４ 　 膜 １ １ の 厚 み
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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